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１．中小企業・小規模事業者決済情報管理支援事業
平成29年度補正予算額 4.0億円

中小企業庁 技術・経営革新課
03-3501-1816

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

国 民間企業等
委託

事業イメージ

事業目的・概要
中小企業が決済情報を活用して自動消込等による生産性向上を
実現する基盤を整備するため、金融機関から提供される決済情報
と企業間でやり取りされる商流情報をデータ連携可能にする仕組み
の調査を行います。

あらゆる請求、支払等の業務システムと相互にデータ連携し、決済
情報と商流情報を連携させる仕組みを調査し、外部有識者を含む
委員会の審議を経て構想を示すとともに、当該構想を用いた実証
プロジェクトを実施する者を募り、実証することで、異なる業務システ
ムを利用する中小企業同士の取引であっても入金消込や支払等の
業務効率化など期待される効果が得られることを確認します。

また、本事業の成果を全国の中小企業に普及するための体制を整
備します。

成果目標
決済情報連携共通サービスを提供する事業者が創出されることを
目指します。

• 委員会を立ち上げ、必要な調査、検討を行い、あらゆる請求、支払
等の業務システムと相互にデータ連携し、決済情報と商流情報を連
携させる仕組みを示す。

• 委員会で示した仕組みを用い、その効果を検証するため、ユーザーで
ある中小企業、金融機関等が参加する実証プロジェクトを実施する。

• 委員会での検討、実証プロジェクトの実施結果及び成果の普及状況
をまとめ、報告書を作成する。
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２．金融EDI連携に係る実証事業の目的

中小企業でも使える受発注から決済までのデータを連携させるシステムを実証することで、
オンライン振り込みや自動消し込み等による生産性向上を目指す。

目標① 受発注から決済までデータ連携させるアプリケーションの開発
中小企業にとって使いやすいインターフェースであることが大事。

目標② 異なるシステム間を連携させる共通インフラの実証

EDIプロバイダー同士、プロバイダーとZEDI間のデータ連携を低コストで実現。

目標③ 金融EDI連携の普及と導入支援体制の検討

中小企業への気づきの機会の提供と容易に導入できる環境の整備が必要。
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目標①受発注から決済までデータ連携させるアプリケーションの開発

受発注については「中小企業共通EDI標準※１」で、送金等については「全銀EDIシス
テム（ZEDI）※２」によって企業間連携の共通の基盤が整いつつある。
本事業では受発注から決済までのデータを連携させる、中小企業にとって使いやすいイン
ターフェースのアプリケーションを募集する。
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※２ ZEDI
平成３０年１２月開始予定

受発注から決
済までのデータ
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プリケーションを
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※１ 中小企業共通EDI標準
中小企業庁平成２８補正予算事業の成果
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目標②システム間を連携させる共通インフラの実証

取引先ごとにシステムが個別に接続する仕組みでは中小企業に見合ったコスト負担が難
しい。
システム間の接続に係るコスト負担を低減するため、実証用の共同利用システムを開発。
ZEDIとの接続、および、異なるESP（EDIアプリケーションサービスプロバイダ－）間の
データ変換を行う共通基盤に求められる機能等を確認する。
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目標③金融EDI連携の普及と導入支援体制の検討

全国１０カ所で開催する中小企業向けIT活用マッチングイベントでの広報を予定
中小企業がEDIを導入する際のガイドブック作成等、支援体制を検討

テーマ 受発注が 決済も 人手不足を救うプラス『つなぐIT』

概要

中小企業も使いやすい受発注システム（中小企業共
通EDI）を紹介。また、金融機関との連携による決済
業務の自動化など、今後の展開も紹介。

１．受発注業務の生産性を向上する 「つなぐIT」
・現状の受発注のデメリット、中小企業共通EDIのメリット
・実証参加ベンダーのプレゼン（事例、製品紹介）
・活用できる補助金等の紹介、つなぐITコンソーシアムの紹介

２．決済業務の生産性を向上する 「つなぐIT」

プラスITフェアでのセミナー
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３．事業スケジュール

実証プロジェクトを7月頃にスタートし、年内に中小企業にとって使いやすいインターフェー
スアプリケーションを開発。
システム間連携のための共同利用システムも同時並行で開発し、１０月頃にZEDIとの
導通テストを行った上で、1月下旬 2月上旬に受発注から決済までのデータ連携の実
証を行い、成果をとりまとめる予定。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2018年 2019年

ZEDIサービス開始予定マイルストン

アプリケーションの開発

共同利用システム

公募・選定 アプリケーション等開発

要件
定義 内部設計・製造 導通
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